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＜要旨＞ 






＜キーワード＞ 地区防災計画（The Community Disaster Management Plan）、地域住民






































Ⅱ みんな de Bousaiまちづくり推進事業 




それらの意見を参考に 2014年度から 2016年度にかけて、市内 7区からそれぞれ 1校区を
選出してモデル地区として地区防災会議を開催して地区防災計画の策定に向けたワークショ
















て掲げ、犠牲者を 0（ゼロ）にするための 4つの STEP（図 1）に関して検討を行った。 
また、地区防災計画の策定までには、5回に渡る地区防災会議を開催した（表 1）。1回目か
















図 1 地区防災会議で検討した 4 つのステップ 
※危機管理室が作成した防災会議用の配布資料より抜粋 
 
表 1 地区防災会議のスケジュール 
 日程 テーマ 開催場所 参加人数 
第 1回 2018.9.8 ・まちづくり推進事業の概要理解 
・校区の危険個所の共有（STEP 1） 
陣山市民センター 79名 
第 2回 2018.10.27 ・緊急避難場所の設定（STEP 4） 
・情報共有方法の検討（STEP 3） 
陣山市民センター 71名 
第 3回 2019.1.20 ・（仮）防災計画を基に防災訓練 
の実施（STEP 3 / STEP 4） 
旧陣山小学校 65名 
第 4回 2019.2.3 ・訓練の振返りと防災計画の見直し 
・避難のタイミングを検討（STEP 2） 
陣山市民センター 69名 














校区の人口は 4,082 人で世帯数は 2,272 世帯となっている。また、高齢化率は 36.6％とな
っている。町内会参加率は 69％である（2018 年 3 月 31 日現在）。 
 
3．地区防災会議の詳細 
（1）第 1 回地区防災会議 












（2）第 2 回地区防災会議 
 第 2 回地区防災会議では、第 1 回地区防災会議でマッピングした地図を用いて、風水害が
発生もしくは発生の予兆が考えられる場合を想定した際に、避難することのできる緊急避難場














表 2 緊急避難場所一覧（A 町内会の場合） 
組 緊急避難場所 
1組 K 歯科 
1組・2組 民間企業独身寮 4F（検討中） 
2組・4組 Sハイツ 
4組・6組 F宅 
5組・7組 桃園公園 4F・北団地集会所 


























表 3 防災訓練時の町内会ごとの情報共有状況 
町内会名 連絡開始時間 連絡完了時間 かかった時間 連絡世帯数 
陣山 1町会 8:03 8:40 37 43 
陣山 2町会 8:05 8:20 15 27 
陣山 3町会 8:07 9:30 83 39 
陣山 4町会 8:06 8:31 25 48 
陣山 5町会 8:06 8:40 34 48 
陣山 6町会 8:00 8:30 30 30 
川頭 1町会 8:07 9:40 93 117 
川頭 2町会 9:00 9:15 15 55 
清納 1町会 8:03 8:30 27 53 
清納 2町会 8:06 8:30 24 59 
清納 3町会 8:06 8:40 34 16 
清納 4町会 8:06 9:30 84 118 
清納 5町会 8:05 9:00 55 78 
屋敷 1東町会 8:05 8:25 25 55 
屋敷 1西町会 8:03 ‐ ‐ 17 
屋敷 2町会 8:05 8:15 10 8 
東浜町会 8:05 8:20 15 31 
築地町町会 8:08 8:15 7 3 
















写真 1 訓練の様子        写真 2 訓練の様子 
（4）第 4 回地区防災会議 













表 4 避難のルールと情報共有方法（C 町内会・D 町内会の場合） 
町内会 避難のルール 情報共有方法 
C 町内会 1）気象情報の確認 ・電話、LINE、自宅訪問 
・組長に連絡、組長が会長に 
 連絡後、回覧板の順に連絡 
 する。LINE でも配信。 
2）暗渠を流れる水の音 
3）隣接する町内からの水の流れ 
4）M 宅駐車場の水量（目安 20cm） 








（5）第 5 回地区防災会議 















 5 回におよぶ地区防災会議の前後で参加住民（会議開始前：79 人、会議終了後：64 人）を
対象に災害に対する意識調査を実施した。調査日は第 1 回地区防災会議の開始前 2018 年 9 月






未提出者および欠損回答を除いたサンプル数は、会議開始前 73 人（有効回答率 92.4%）、会議
終了後 56 人（有効回答率 87.5%）であった。 
 分析にあたっては、HAD（ver.14）を利用して、会議開始前と会議終了後での意識等の変化
について単純集計の他、t 検定やカイ 2 乗検定を用いて検討した。 
 
2．結果と考察 
（1）基本的属性                  表 5 回答者の基本的属性 
回答者の基本的属性は（表 5）の通りであ
る。年代の分布を見ると、会議では 60 代から









会議前 n % 会議後 n %
性別 女性 37 50.7 25 44.6
男性 36 49.3 31 55.4
年齢 20代 0 0.0 0 0.0
30代 1 1.4 1 1.8
40代 4 5.5 4 7.1
50代 10 13.7 4 7.1
60代 23 31.5 20 35.7
70代 27 37.0 24 42.9




6 8.2 3 5.3
戸建て 66 90.4 51 91.1










































0 1 3 1 5
0.0% 1.4% 4.1% 1.4% 6.9%
0 3 12 0 15
0.0% 4.1% 16.4% 0.0% 20.5%
0 4 27 6 37
0.0% 5.5% 37.0% 8.2% 50.7%
0 3 10 3 16
0.0% 4.1% 13.7% 4.1% 21.9%
0 11 52 10 73

































図 3 会議前後の危機意識および防災意識の比較 
 
（3）防災の取組について 



























































































0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0 0 1 0 1
0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 1.8%
0 1 9 3 13
0.0% 1.8% 16.1% 5.4% 23.2%
0 0 7 35 42
0.0% 0.0% 12.5% 62.5% 75.0%
0 1 17 38 56
















表 8 意識調査における自由記述の回答一覧 
No 項目 人数 
1 緊急避難場所の確定 3 
2 連絡網の整備 3 
3 防災訓練の実施 3 
4 防災会議の定例化 3 





















































写真 3 夏祭りの様子        写真 4 運動会の様子 
 





漢字一字を全国各地から募集をして、最も応募の多い漢字を 12 月 12 日（漢字の日）にち
なんで、京都の清水寺より発表をしている。 
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